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本
校
創
立
五
十
周
年
の
お
祝
い

に
接
し
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
顧
み
ま
す
と
本
校
が
五
十
年

前
一
九
七
二
年
に
松
山
市
久
万
ノ

台
の
小
高
い
丘
に
新
設
校
と
し
て

開
校
し
て
二
〇
〇
四
年
に
は
三
年

制
の
普
通
科
高
等
学
校
か
ら
六
年

制
の
中
等
教
育
学
校
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
、
以
来
多
く
の
卒
業
生

を
輩
出
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た

師
弟
同
行
の
伝
統
は
変
わ
ら
ず
受

け
継
が
れ
、
中
等
教
育
学
校
な
ら

で
は
の
新
た
な
伝
統
も
散
見
さ
れ

ま
す
。
先
輩
後
輩
の
憧
れ
と
新
た

な
伝
統
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
の
を

様
々
な
学
校
行
事
に
表
現
さ
れ
着

実
に
毎
年
成
長
し
て
い
ま
す
こ
と

は
学
校
の
発
展
を
感
じ
ま
す
。

　

陽
光
会
は
五
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
ま
し
て
、
過
日
校
内

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
四
面
の
改
修
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
昨
年

実
施
さ
れ
ま
し
た
記
念
式
、
記
念

講
演
、
運
動
会
、
陽
光
祭
な
ど
の

学
校
行
事
も
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
、
そ
の
ご
報
告
と
し
て
記
念
会

報
を
発
行
し
、
会
員
の
皆
様
の
お

手
元
に
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
て
こ
の
特
別
な
節
目

に
、
私
た
ち
は
愛
媛
県
立
松
山
西

中
等
教
育
学
校
に
同
窓
会
館
建
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設

は
、
未
来
の
同
窓
生
た
ち
に
と
っ

て
学
び
と
交
流
の
場
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
来
る
令
和
六

年
度
の
同
窓
会
を
創
立
五
十
周
年

記
念
と
題
し
て
盛
大
に
執
り
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
陽
光
会

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
設

置
し
、
ご
案
内
と
ご
報
告
を
皆
様

に
い
ち
早
く
お
送
り
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
多
く
の
同
窓

会
会
員
の
皆
様
方
に
ご
登
録
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
陽
光
会
会

員
の
皆
様
方
ま
た
歴
代
の
校
長
先

生
を
は
じ
め
教
職
員
の
方
々
の
ご

健
康
と
、
愛
媛
県
立
松
山
西
中
等

教
育
学
校
が
更
に
素
晴
ら
し
い
学

校
へ
と
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

松
山
西
高
等
学
校
・
中
等
教
育

学
校
同
窓
会
「
陽
光
会
」
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
か
ら
、
本
校
の
教

育
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
校
長
と
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
二
月
十
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
陽
光

会
関
東
支
部
総
会
・
懇
親
会
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関

東
支
部
は
、
故
郷
を
離
れ
た
卒
業
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生
が
母
校
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら

旧
交
を
温
め
、
不
慣
れ
な
関
東
に

不
安
で
あ
ろ
う
後
輩
た
ち
を
温
か

く
迎
え
る
た
め
に
発
足
な
さ
れ
た

と
お
聞
き
し
て
い
た
の
で
、
直
接

お
礼
を
申
し
上
げ
た
く
参
加
し
ま

し
た
。
会
で
は
第
一
期
生
の
方
か

ら
中
等
十
五
期
生
の
方
ま
で
集

ま
っ
て
お
ら
れ
、
温
か
く
和
気

藹
々
と
し
た
雰
囲
気
と
、
長
年
に

わ
た
っ
て
母
校
を
支
え
て
く
だ
さ

る
西
校
の
す
ば
ら
し
さ
に
改
め
て

感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
や
り
の
心
が

息
づ
く
西
校
の
創
立
五
十
周
年
を

機
に
、
私
は
同
窓
会
報
誌
（
第

二
十
九
号
）に
て
、「
生
徒
た
ち
に
、

『
西
校
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
』
を
自
分
に
問
う
こ
と
の
大
事

さ
を
学
ば
せ
た
い
」
と
書
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
学
び
の
た
め

に
、
昨
年
度
初
め
に
掲
げ
た
重
点

努
力
目
標
で
あ
る
、「
夢
に
向
か
っ

て
心
と
体
を
動
か
し
、
み
ん
な
を

輝
か
せ
る
人
で
あ
れ
」
を
、
生
徒

に
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
天
台
宗
の
開
祖
・
最
澄
の「
一

隅
を
照
ら
す
」
の
教
え
が
示
す
よ

う
に
、
自
分
の
い
る
場
所
や
自
分

が
置
か
れ
た
場
所
で
自
ら
が
光
り

輝
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
を

明
る
く
す
る
。
そ
れ
が
、
自
分
の

た
め
、
周
り
の
人
の
た
め
、
西
校

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
な
の
だ
と

気
付
い
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
生
徒
と
教
職
員
が
共

に
、
日
々
の
さ
り
げ
な
い
小
さ
な

行
い
や
言
葉
を
大
切
に
す
る
「
師

弟
同
行
」
の
西
校
で
あ
り
続
け
ま

す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

よ
り
一
層
の
御
指
導
と
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
陽
光

会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昭
和
四
十
九
年
四
月
、
形
の
な

い
高
校
に
入
学
し
て
、
早
く
も

五
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
名

は
愛
媛
県
立
松
山
西
高
等
学
校
。

時
代
の
変
遷
も
あ
り
現
在
は
愛
媛

県
立
松
山
西
中
等
教
育
学
校
と
校

名
も
変
わ
り
、
中
予
地
区
唯
一

の
県
立
中
等
教
育
学
校
と
し
て
、

着
々
と
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

昨
今
で
は
、
東
京
大
学
を
筆
頭
に

難
関
大
学
に
も
多
く
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
歴

史
と
伝
統
を
後
輩
諸
君
が
築
き
上

げ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
以

前
よ
り
お
話
し
て
い
る
通
り
、
伝

統
な
ど
は
後
に
続
く
後
輩
の
皆
様

が
作
る
も
の
で
あ
っ
て
、
創
設
期

の
一
期
生
な
ど
は
な
ん
の
役
に
も

た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
只
々
我
々

は
形
の
な
い
学
校
を
先
生
方
と
と

も
に
、教
え
で
あ
る
「
師
弟
同
行
」

の
気
持
ち
を
持
っ
て
歩
ん
で
来
た

だ
け
で
す
。
唯
一
の
自
慢
は
、
無

か
ら
有
へ
学
校
の
出
来
上
が
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
母
校
愛

へ
の
思
い
だ
け
は
負
け
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
入
学
し
て
五
十
年
も
経

つ
と
学
校
が
違
う
姿
で
見
え
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て

い
る
部
分
や
進
歩
的
に
進
ん
で
い

る
部
分
な
ど
様
々
で
す
。
我
々
同

窓
会
の
本
来
の
役
割
は
、
も
っ
と

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
が
三
位

一
体
に
な
っ
て
、
不
足
を
補
い
な

が
ら
更
に
発
展
し
続
け
る
縁
の
下

の
力
持
ち
で
良
い
の
で
す
。
知
恵

を
共
に
出
し
合
い
、
方
向
を
共
に

探
り
、
進
み
続
け
る
だ
け
な
の
で

す
。

　

今
こ
そ
同
窓
会
も
五
十
周
年
を

契
機
に
原
点
に
立
ち
戻
り
、
未
来

に
向
け
て
変
わ
る
べ
き
時
で
す
。

言
う
べ
き
事
は
言
い
、
変
え
る
べ

き
所
は
変
え
、
今
後
に
続
く
素
晴

ら
し
い
後
輩
諸
君
と
共
に
再
出
発

し
ま
し
ょ
う
。
現
在
の
長
野
会
長

を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
は
、
社

業
を
置
い
て
で
も
惜
し
み
な
い
情

熱
を
傾
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
努
力
が
今
の
母
校

の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
先
、
七
十
五
周
年
、
百
周
年

と
続
く
母
校
の
未
来
を
見
据
え

て
、
生
あ
る
限
り
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

母
校
「
愛
媛
県
立
松
山
西
高
等

学
校
・
中
等
教
育
学
校
」
の
栄
光

あ
る
未
来
が
さ
ら
に
発
展
し
ま
す

こ
と
を
祈
っ
て
、
浅
学
非
才
な
拙

い
文
章
を
反
省
し
な
が
ら
思
い
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令和５年度　転・退職者一覧

令和５年度　部活動等の主な成績

教　　　科 氏　　　名  転　　出　　先 勤 務 年 数
理 科 高　野　昌　志 内子（小田）指導教諭 3　年
事 務 山　本　紀　子 退職 3　年
国 語 三　好　奈津子 東温 10　年
国 語 川　口　亜沙美 今治西 7　年
国 語 河　村　菜々恵 今治西 1　年
地 公 橋　本　貴　登 松山北 9　年
地 公 土　橋　太　郎 退職（新田） 1　年
数 学 濱　岡　周　作 今治東中等 10　年
数 学 渡　部　辰　徳 今治西 9　年
数 学 田　辺　智　彦 退職 2　年
理 科 岡　部　裕　之 松山聾 8　年
理 科 宮　﨑　雄　一 総合教育センター 5　年
理 科 小笠原　康　太 新規採用（宇南） 1　年
理 科 武　田　章　宏 退職（松山中央） 1　年
理 科 須　田　龍　弥 新規採用（日吉中） 1　年
保 体 矢　野　祥　江 退職（伊予） 3　年
芸 術 増　本　　　恵 松山南（砥部） 4　年
芸 術 若　槻　吉　泰 今治西 7　年
英 語 四　方　優　子 小野中 5　年
英 語 佐　伯　斉　昭 今治北 8　年
英 語 南　方　守　文 退職 1　年
英 語 宇都宮　奈　生 退職 1　年
家 庭 一　色　芳　子 退職 1　年
養 護 大　田　まゆみ 退職 14　年
栄 養 白　石　由美子 退職 5　年
進 路 石　田　祥　子 松山工 23　年
事 務 高　橋　万紀子 桑原中 1　年

教科順

【後期課程】
部　　名 成　　　　　　　　　　　　　　　績

陸 上 競 技

【愛媛県高等学校総合体育大会中予地区予選】

　男子棒高跳 第１位 大野　瑞遥 県大会出場

　男子走高跳 第２位 髙岡　大輔 県大会出場

　女子４×400ｍリレー 第３位 鎌田・坂井・三田・早川 県大会出場

　女子やり投 第３位 坂井　杏月 県大会出場

【愛媛県高等学校総合体育大会】

　男子走高跳 第２位 髙岡　大輔 四国大会出場（丸亀）

　男子棒高跳 第２位 大野　瑞遥 四国大会出場（丸亀）

　女子400ｍ 第６位 早川　小晴 四国大会出場（丸亀）

　女子４×400ｍリレー 第５位 鎌田・三田・矢野・早川 四国大会出場（丸亀）
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部　　名 成　　　　　　　　　　　　　　　績

陸 上 競 技

【四国高等学校陸上競技対校選手権大会】

　男子走高跳 第５位 髙岡　大輔 全国大会出場（北海道）

【愛媛県高等学校新人大会】

　男子棒高跳 第３位 大野　瑞遥 四国新人大会出場（高知）

　女子やり投 第３位 坂井　杏月 四国新人大会出場（高知）

水 泳

【令和５年度　第77回愛媛県高等学校総合体育大会水泳競技】

　1500m自由形 第３位 松岡　拓史

　100ｍ背泳ぎ 第２位 野田旺太郎

　200ｍ個人メドレー 第１位 野田旺太郎

　400ｍ個人メドレー 第２位 大野孝太郎

　男子４×100ｍフリーリレー 第３位 山﨑　創太・大野孝太郎・石川　智暉・野田旺太郎

　男子４×100ｍメドレーリレー 第２位 予選：野田旺太郎・羽田野颯太・山﨑　創太・石川　智暉
決勝：瀬戸　蒼陽・羽田野颯太・山﨑　創太・大野孝太郎

　男子４×200ｍフリーリレー 第２位 石川　智暉・大野孝太郎・井上　叶登・宮内啓士郎

　男子総合 第２位

　100ｍ背泳ぎ 第３位 大塚みらい

　100ｍバタフライ 第１位 田丸　一花

　200ｍバタフライ 第１位 田丸　一花

　100ｍバタフライ 第２位 野木こころ

　200ｍバタフライ 第３位 野木こころ

　女子４×100ｍフリーリレー 第３位 宮内結衣子・野木こころ・田丸　一花・三野　朱音

　女子４×100ｍメドレーリレー 第２位 大塚みらい・松林　佑実・田丸　一花・三野　朱音

　女子４×200ｍフリーリレー 第３位 田丸　一花・大塚みらい・三野　朱音・宮内結衣子

　女子総合 第３位

【第74回四国高等学校選手権水泳競技大会　兼　令和５年度全国高等学校総合体育大会四国地区予選会

　200ｍ個人メドレー 第３位 野田旺太郎

　200ｍバタフライ 第３位 田丸　一花

【令和５年度 全国高等学校総合体育大会水泳競技大会　兼　第91回日本高等学校選手権水泳競技大会】

　200ｍ個人メドレー 第57位/61 野田旺太郎

　200ｍバタフライ 第42位/43 田丸　一花

【令和５年度　愛媛県高等学校新人水泳競技大会】

　50m自由形 第３位 山﨑　創太

　400ｍ個人メドレー 第２位 大野孝太郎

　男子４×100ｍフリーリレー 第２位 山﨑　創太・石川　智暉・越智　史洋・大野孝太郎

　男子４×100ｍメドレーリレー 第２位 大野孝太郎・越智　史洋・山﨑　創太・石川　智暉

　男子４×50ｍフリーリレー 第２位 山﨑　創太・石川　智暉・越智　史洋・大野孝太郎

　男子総合 第２位

　100ｍ背泳ぎ 第１位 大塚みらい

　100ｍバタフライ 第２位 田丸　一花

　200ｍバタフライ 第１位 田丸　一花

　100ｍ平泳ぎ 第３位 松林　佑実

　女子４×100ｍフリーリレー 第２位 田丸　一花・三野　朱音・松林　佑実・三島　綾乃

　女子４×100ｍメドレーリレー 第２位 大塚みらい・松林　佑実・田丸　一花・三野　朱音

　女子４×50ｍフリーリレー 第２位 三島　綾乃・三野　朱音・田丸　一花・大塚みらい

　女子総合 第３位

柔 道

【愛媛県高等学校新人大会】

　男子　個人戦 ベスト８ 葛原　健太 四国高等学校新人大会出場

　女子　個人戦 第３位 都子野真清 四国高等学校新人大会出場
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柔 道

【四国高等学校新人大会】

　男子　個人戦 出　場 葛原　健太

　女子　個人戦 出　場 都子野真清

テ ニ ス

【四国ジュニアテニス選手権　愛媛県大会】

　18歳以下シングルス 第７位 坪内　歩実 四国大会出場

　18歳以下ダブルス 第３位 德川　莉暖・他校の選手 四国大会出場

【四国ジュニアテニス選手権　四国大会】

　18歳以下シングルス 出　場 坪内　歩実

　18歳以下ダブルス 出　場 德川　莉暖・他校の選手

【第50回ダンロップ テニストーナメント（2023年四国四県対抗兼ダンロップ四国大会愛媛県予選）】

　女子ダブルス 優　勝 德川　莉暖・他校の選手

【2023年四国四県対抗兼ダンロップ四国大会】

　女子ダブルス 第２位 德川　莉暖・他校の選手

【2023年度冬季ジュニアテニス愛媛県大会（高校１年生のシングルスのみの大会）】

優　勝 上坂　芽衣

第３位 白方　莉都

ダ ン ス

【愛媛県高等学校総合体育大会中予地区予選】

　創作ダンス 優　勝 「galaxy　─幾何学的宇宙空間─」

【愛媛県高等学校総合体育大会】		

　創作ダンス 優　勝 「galaxy　─幾何学的宇宙空間─」

【愛媛県高等学校新人大会中予地区予選】

　創作ダンス 優　勝 「磁界」

【愛媛県高等学校新人大会】

　創作ダンス 第２位 「磁界」

美 術

【令和５年度県民総合文化祭総合プログラム表紙原画デザイン】

採　用 安部　実花

優　秀 木田　真聖

書 道

【第52回全国高校書道展（四国大学主催）】

準特選 藤井　里咲

　〃 坂本　萌華

　〃 乗松日菜子

　〃 竹村　光矢

【第62回愛媛県学生書道展】

愛媛教育長賞 坂本　萌華

特　選 藤井　里咲

【愛媛県高等学校総合文化祭】

優　秀 坂本　萌華 全国推薦

放 送
【第19回美しい日本語暗唱コンテスト】

　高校生の部 最優秀 藤野　実花

国 際 文 化
文 芸 俳 句

【愛媛県高等学校総合文化祭】

　文芸部門俳句部門 最優秀 白石　萌花 全国高文祭へ

科 学・ 情 報

【高校生おもしろ科学コンテスト】

化学部会長賞受賞 5－3 願化　生吹・5－4 大木　修平・5－4 中野　威吹・5－4 若山　唯織

【高校生ポスター研究発表】

最優秀 「夕暮れに現れる謎の雲に迫る」

5－4 大木　修平・5－4 丹　　貴虎・5－4 若山　唯織
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陸 上 競 技

【松山市中学総体】

　男子１年1500ｍ 第１位 德丸　葵心 県総体出場

　男子２年1500ｍ 第２位 木村　光稀 県総体出場

　女子100ｍＨ 第１位 返脚ひなた 県総体出場

　女子４×100ｍリレー 第２位 佐伯・関谷・森松・返脚 県総体出場

【県中学総体】

　男子１年1500ｍ 第１位 德丸　葵心 四国中学総体出場

【四国中学総体】

　男子１年1500ｍ 第１位 德丸　葵心

【中学通信陸上競技県大会】

　男子１年1500ｍ 第３位 德丸　葵心

【中予地区新人大会】

　男子１年1500ｍ 第１位 德丸　葵心 県新人出場

　男子２年1500ｍ 第２位 木村　光稀 県新人出場

【県新人大会】

　男子１年1500ｍ 第１位 德丸　葵心

水 泳

【令和５年度　第77回松山市中学校総合体育大会水泳競技の部】

　400m自由形 第２位 井上　心稟
※クラブチームから出場した水泳部員の競技結果は記載なし　　　　　　　　　　　　　　

【令和５年度　第62回松山市中学校新人体育大会　兼　第55回中予地区中学校新人体育大会　水泳競技の部】

　100ｍ平泳ぎ 市１位 中予１位 松本　拓真

　400ｍ自由形 市２位 中予２位 北脇　雄大

　200ｍ個人メドレー 市２位 中予２位 玉井　央輔

　男子４×100ｍフリーリレー 市１位 中予１位 松本　拓真・高見　俐寿・北脇　雄大・玉井　央輔

　男子４×100ｍメドレーリレー 市１位 中予１位 松本　拓真・高見　俐寿・玉井　央輔・北脇　雄大
※令和５年度よりクラブチームの参加が認められたため、学校対抗（男女総合）の部は廃止

バ レ ー ボ ー ル

【第14回湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレーボール大会】

　予選グループ戦１回戦 愛媛県　14－25　石川県

　予選グループ戦２回戦 予選グループ戦３位 愛媛県　23－25　群馬県

　決勝トーナメント戦１回戦 愛媛県　25－20　大分県

　決勝トーナメント戦準々決勝 愛媛県　25－24　京都府

　決勝トーナメント戦準決勝 愛媛県　25－15　長野県

　決勝トーナメント戦決勝 ３位グループ準優勝 愛媛県　13－25　北海道

ソ フ ト テ ニ ス
男 子

【中予地区学年別大会】

　個人１年生の部 準優勝 赤松　朔弥 大川　裕生 県大会出場権獲得

【松山市インドア大会】

　個人 準優勝 楠本　拓巳 田中　陽樹

柔 道

【松山市中学校総合体育大会】

　男子　個人戦 優　勝 德野　永久 県総体出場

【愛媛県中学校総合体育大会】

　男子　個人戦 優　勝 德野　永久 四国大会・全国大会出場

【四国中学校総合体育大会】

　男子　個人戦 出　場 德野　永久

【全国中学校柔道大会】

　男子　個人戦 出　場 德野　永久

【愛媛県中学校新人体育大会】

　女子　団体戦� 予選Aリーグ２位 戒能・濵田・木多
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テ ニ ス

【春季小・中学生テニス選手権】

　女子ダブルス 優　勝 木戸菜々香 篠﨑　星那 四国大会出場

【第40回四国中学生テニス選手権大会】

　女子ダブルス 優　勝 木戸菜々香 篠﨑　星那 全国大会出場

【第40回全国中学生テニス選手権大会】

　女子ダブルス 出　場 木戸菜々香 篠﨑　星那

【松山市中学校総合体育大会】

　女子団体 優　勝 赤松　凛花 渡辺　愛莉 青木　萌絵 渡部　遥陽 県大会出場

東　　紗帆 木本　未蘭 武知　歩花 正岡　咲耶

丹下　和奏 土井　杏夏

【松山市新人体育大会】

　女子団体 優　勝 岡崎　詩音 木本　未蘭 黒田　乃愛 正岡　咲耶 県大会出場

丹下　和奏 岡﨑　結愛 田中　結菜 毛利　夏梨

渡部　夏菜 土井　杏夏

【四国中学新人大会（団体）愛媛県予選】

　女子団体 優　勝 武知　歩花 正岡　咲耶 丹下　和奏 田中　結菜 四国大会出場

渡部　夏菜 篠﨑　星那 土井　杏夏

【四国中学校テニス新人大会（団体戦）】

　女子団体Aトーナメント 第３位 黒田　乃愛 武知　歩花 正岡　咲耶 丹下　和奏

毛利　夏梨 篠﨑　星那 土井　杏夏

吹 奏 楽

【第47回全日本アンサンブルコンテスト愛媛県大会　中予地区予選】

　打楽器六重奏　　 金　賞 中予地区代表

　木管七重奏　　 金　賞 中予地区代表

【第47回全日本アンサンブルコンテスト愛媛県大会】

　打楽器六重奏　 金　賞

　木管七重奏　 銀　賞

美 術

【第51回えひめこども美術展】

　絵画部門 特　選 林　　修作

【令和５年度緑化推進ポスター原画コンクール】

最優秀賞 林　　修作

書 道

【えひめこども美術展】

　書写（半紙）の部 特　選 八木まある

　書写（半紙）の部 　〃 安倍　凛子

　書写（条幅）の部 　〃 山本　栞子

放 送

【第40回ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテスト愛媛大会】

　アナウンス部門 最優秀 稲田　雪乃 全国大会出場

　朗読部門 優　秀 三宅　沙和 全国大会出場

　ラジオ番組部門 優 秀 『ゴミで繋ぐ想い』

上松　由奈 門屋　　凛 坂本　麻音 穗積　悠史

　テレビ番組部門 最優秀 『あいさつの賞味期限』 全国大会出場

上松　由奈 門屋　　凛 坂本　麻音 穗積　悠史

　全　体 学校優秀賞

【第19回─語り伝えたい─美しい日本語暗唱コンテスト】

　中学生の部 最優秀 稲田　雪乃

優　秀 松本　　茜

優　秀 三宅　沙和

優　秀 佐藤ここみ

優　秀 清水　和奏

優　秀 山本　悠輝
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令和５年度　松山西高校・中等教育学校同窓会
事　業　報　告（案）

月 日 内　　　　　　　　　容

４
10（月）

25（火）

入学式 （コロナ禍により同窓会不参加）

第１回理事会

６

６ （火）

３（土）～５（月）

13（火）～16（金）

第２回理事会

愛媛県高等学校総合体育大会

松山市中学校総合体育大会

７ 11（火） 第３回理事会

８ 14（月） 第45回同窓会総会及び懇親会

９ ７（木） 創立50周年記念運動会

11
１（水）

25（土）

創立50周年記念式

第４回理事会

１ ７（日） 松山西中等教育学校生14期成人を祝う会

２
10（土）

29（木）

陽光会関東支部会

同窓会入会式

３
１（金）

12（火）～13（水）

卒業証書授与式

創立50周年記念陽光祭
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令和５年度　松山西高校・中等教育学校同窓会決算書（案）
（収入の部）� （単位：円）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 比較増減額 摘　　　　　　　　要

繰 　 越 　 金 699,513 699,513 0 前年度より繰り越し

会 　 　 　 費 350,000 350,000 0 @2,500×139名（６年生）　＠2,500×１名（未卒業生）

終 身 会 費 2,920,000 2,850,000 70,000 @10,000×138名（６年生）　@10,000×145名（５年生）
＠20,000×１名（未卒業生）

特別会計繰入金収入 955,000 955,000 0

理 事 会 登 録 料 収 入 160,000 154,000 6,000

総 会 登 録 料 収 入 400,000 519,000 △ 119,000

成人を祝う会登録料収入 1,680,000 732,000 948,000

積 立 金 取 崩 収 入 3,300,000 2,500,033 799,967 積立金取り崩し　　1,500,033
積立金年度内相殺　1,000,000

雑 　 収 　 入 10,000 80,005 △ 70,005

合 　 　 　 計 10,474,513 8,839,551 1,634,962

（支出の部）� （単位：円）

科　　　目 予　算　額 決　算　額 比較増減額 摘　　　　　　　　要

会 　 議 　 費 350,000 490,700 △ 140,700 役員会会議費

事 　 業 　 費 350,000 243,550 106,450 年次役員会、総会案内、会報発行等
関東支部会旅費及び補助

総 会 事 業 費 1,000,000 1,176,300 △ 176,300 総会運営に係る諸費用

成人を祝う会事業費 1,950,000 786,400 1,163,600 成人を祝う会に係る諸費用

卒 業 記 念 品 費 150,000 124,200 25,800 卒業証書用ホルダー

渉 外 接 待 費 50,000 16,000 34,000 総会演奏謝金　＠8,000×２

会 員 通 信 広 報 費 150,000 119,900 30,100 ホームページ・メールマガジン維持費

事 　 務 　 費 50,000 36,036 13,964 総会案内郵送料

慶 　 弔 　 費 50,000 0 50,000 慶弔費

積 　 立 　 金 1,000,000 1,000,000 0 積立金年度内相殺　1,000,000

特別会計繰入金支出 1,955,000 1,515,998 439,002 部活動合宿等補助

50周年記念事業繰入金支出 3,300,000 2,511,000 789,000

予 　 備 　 費 119,513 119,513

合 　 計 10,474,513 8,020,084 2,454,429

収　　　入 支　　　出 次年度繰越金

8,839,551 8,020,084 819,467
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令和６年度　松山西高校・中等教育学校同窓会予算書（案）
（収入の部）� （単位：円）

科　　　目 予　算　額 前年度予算額 比較増減額 摘　　　　　　　　要

繰 　 越 　 金 819,467 699,513 119,954 前年度より繰り越し

会 　 　 　 費 357,500 350,000 7,500 @2,500×143名（６年生）

終 身 会 費 2,920,000 2,920,000 0 @10,000×143名（６年生）  @10,000×149名（５年生）

特別会計繰入金収入 560,998 955,000 △ 394,002 令和５年度育英基金特別会計より

理事会登録料収入 160,000 160,000 0 理事会出席者負担金

総 会 登 録 料 収 入 1,500,000 400,000 1,100,000 総会出席者参加料　@5,000×300

成人を祝う会登録料収入 560,000 1,680,000 △ 1,120,000 成人を祝う会参加料（昨年度は３学年分）

積 立 金 取 崩 収 入 4,750,000 3,300,000 1,450,000 令和６年度50周年記念事業

雑 　 収 　 入 10,000 10,000 0 預金利息・小物販売売り上げ金

合 　 　 　 計 11,637,965 10,474,513 1,163,452

（支出の部）� （単位：円）

科　　　目 予　算　額 前年度予算額 比較増減額 摘　　　　　　　　要

会 　 議 　 費 500,000 350,000 150,000 役員会会議費

事 　 業 　 費 500,000 350,000 150,000 年次役員会、総会案内、会報発行等
関東支部会旅費及び補助

総 会 事 業 費 4,100,000 1,000,000 3,100,000 総会運営にかかる諸費用

成人を祝う会事業費 650,000 1,950,000 △ 1,300,000 成人を祝う会運営にかかる費用（前年度は３学年分）

卒 業 記 念 品 費 150,000 150,000 0 卒業証書用ホルダー

渉 外 接 待 費 50,000 50,000 0 楽器演奏謝礼

会 員 通 信 広 報 費 150,000 150,000 0 ホームページ維持費

事 　 務 　 費 50,000 50,000 0 文房具他

慶 　 弔 　 費 50,000 50,000 0 慶弔費

積 　 立 　 金 1,000,000 1,000,000 0 積立金

育 英 会 特 別 会 計
繰 入 金 支 出 1,560,998 1,955,000 △ 394,002 部活動合宿等補助

50 周 年 記 念 事 業
繰 入 金 支 出 2,750,000 3,300,000 △ 550,000 50周年記念事業（懇親会事業以外特別会計へ）

予 　 備 　 費 126,967 119,513 7,454

合 　 　 　 計 11,637,965 10,474,513 1,163,452

収　　　入 支　　　出 次年度繰越金

11,637,965 11,637,965 0


